






























































































































































































































































































































































































































































































































































































試…轟 スイス 西ドイツ ポーラ塔h スペイ ???? オラン_ ???ー イギリX フランX 総　計 ?
1年未満 1 6（1） 1 1 6（1）
　一
S（1） 13（3） 12（2） 4 6（1） 54（9）16．46i20。93）
1～2年未満 3 3（1） 6（1） 6 8（1） 5（2） 5 10 15（4） 17（2） 78（11）23．78i25．58）
2～3　〃 3（1） 4（1） 4（1） 3 3 7（1） 5 6（1） 8（1） 8 51（10）15．55i23．26）
3～4　〃 1 1（1） 2 2 2（1） 4 2（1） 3 5 8 30（3） 9．15i6．98）
4～5　〃 1 2 3（1） 3 1 2 0 4（1） 2 4（1） 22（3） 6．71i6．98）
5～6　〃 0 3（2） 2 2 0 2 3（1） 2 0 4 18（3） 5．49i6．98）
6～7　〃 1 0 1 2 4（1） 1 2 0 4 4（1） 19（2）一5．79i4．65）
7～8　〃 1 2 0 1 1 0 1 1 1 3
一「
P1 3．35
8～9　〃 2 0 1 0 0 0 0 1 1 3 8 2．44
9～10　〃 1 0 4（1） 0 0 0 1 1 2（1） 0 9（2） 2．74i4．65）
10～11　〃 1 0 3 0 0 2 0 0 0 0 6 1．83
11～12　〃 1 2 0 0 0 1 1 0 0 2 7 2．13
12～13　〃 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 3 1．91
13～14　〃 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 1．52
14～15　〃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15～16　〃
　鷹
O 0 0 0 0 0 0 0 1 ??
????
0．30
16～17　〃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17年以上 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
■一
@　1 0．30
0 0 0 0 1 1 1 2 5 1．52不　　明
〟@　計
???）　0


























































































































































学　　　　　生 4 1 9（1） 10 12（3） 9（2） 4（2） 7（1） 3（1） 10（2） 69（12） 21．04i27．91）
教師・学者 0 1 2（1） 2 2 4 7（2） 5 5 4（1） 32（4） 9．76i9．34）
技師（電気機械など） 3 1 2 2 2’ 2 2 5 9 5 33 ．10．06
医　師（外科，内科，精神科，歯科） 0 2（1） 2 1 2（1） 1 2 0 2（1） 2 12（2） 3．66i4．65）
看　　護　　婦 0 0 0 0 0 0 0 1（1） 1（1） 1（1） 4（4） 　1．22i9．30）
精神病院勤務，催眠術者 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0．91
医薬品販売 0 2（1） 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0．30
薬剤士・調剤士 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4（1） 　1．22i233）
芸術家・画家・写真家・音楽家・小説家・映
謇ﾆ・役者・演出家 1 0 0 0 1 2（1）
1 3 1 5（1） 14（2） 4．27i4．65）
弁護士（法律家） 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 4 1．22
（）内女子
ー?ー
銀　　行　　員 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4
???
1．52
会社員・事務員 1 2 1 0 2 0 1 ：3（1） 3（1） 2 ・15（2）
　4．57
i4．65）




セールスマン 2 0 0 0 0 0 0 0 1 11 4 　　1．22c
バイヤー（販売） 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2 印　　0．61
会社役員・支配人 0 0 0 0 0 0 1 、1 2 1 ・　5 1．52
外務省役入・美術館役人・管理人 0 0 1 0 0 0 3 0 1 3 8 2．44
鋳物・足場職人・整版工・印刷工・配管工・
蜊H・ペンキ屋・ガラスエ・メタルエ
0 2 2 0 1 0 2 2 3 2 14 ；　4．27
ダイヤ研磨工・車整備工・機械工 0 1 0 0 0 0 0 0 4 0 5 1．52
運転士・弟子・見習・仕事手伝い 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 4 1．22
デザイナー（インテリア・グラフィック） 0 1 1 1 1 1 1 1 0 1（1） 8（1）
　2．44
i2．33）
建　　築　　家 0 1 0 3 0 0 0 0 1 2 7 2．13
機械設計士・模型製作者・測量士 0 1（1） 0 1 0 1 0 0 0 1 4（1）
　1．22
i2．33）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 1 4．55 0 0 1 1．56 1 2．63 0 0 0 0 1 2．38 0 0 0 0 0 0 　4i0）
0．63
i0）
























9 0 0 0 0 1 1．56 2 5．26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　3i0）
0．47
i0）
10 0 0 0 0 0 0 1 2．63 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0．77 0 0 　2i0）
0．32
i0）


















































14 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2．74 0 0 　1i1）
2．38
iL67）
1 三．16 2 1．54 0 0 　6
i1）
0．95
i0．92）
1
b⊃nL
?
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
合計
0
0
0
0
0
0
3
2
1
0
0
2
0
0
2
）?2（
（）内女子
0
0
0
0
0
0
13．64
9．09
4．55
0
0
9．　09
0
0
9．09
100．00
0
0
1
1
?）
（
1
1
3
0
0
0
3
0
0
3
?）???2?（
0
0
3．45
3．45
13．79
i50．00）
3．45
3．45
10．34
0
0
0
10．34
0
0
10．34
100．00
0
0
0
1
5
3
1
?）1?（
1
0
1
3
0
1
）?（
?）6?（
0
0
0
1．56
7．86
4．69
1．　56
21．88
（14．29）
1．56
0
1．56
4．　69
0
1．56
　7．81
（28．57）
100．00
1
0
0
0
0
0
1
14
2
0
0
4
0
0
5
?）3?（
2．63
0
0
0
0
0
2．63
36．84
5．26
0
0
10．53
0
0
13．16
100．00
0
0
0
0
?）
（
1
1
?）2?（
?）」??（
?）【?1?（
?）??」1?（
?）
（
0
0
2
?）???（
0
0
0
0
1．37
（5．88）
1．37
1，37
28．77
（17．　65）
　5．48
（11．　76）
20．55
（17．65）
15．07
（17．65）
2．74
（5．88）
0
0
2．74
100．00
1
0
0
0
2
1
0
）?（
1
1
1
4
0
1
3
?）??4?（
2．50
0
0
0
5．00
2．50
0
20．　00
（66。67）
2．50
2．50
2．50
10．00
0
2．50
7．50
100．00
1
0
0
0
1
1
0
?）1?（
?）
（
1
0
1
0
3
0
?）??4?（
2．38
0
0
0
2．　38
2．38
0
26．　19
（33．　33）
IL　90
（16．　67）
2．38
0
2．38
0
7．14
0
100．00
4
0
0
0
1
0
?）
（
）
???2（
?）
（
0
0
?）??1?（
?）
（
1
2
?）??（
4．65
0
0
0
1。16
0
1．16
（6．67）
23．26
（26．67）
2．33
（6。67）
0
0
13．95
（6．67）
1．16
（6．67）
1．16
2．　33
100．00
1
0
1
1
）?1（
1
4
?）2?（
?）
（
1
0
3
1
?）
（
5
?）???
0．77
0
0．77
0．77
9．23
（7．69）
0，77
3．08
20．77
（19，23）
6．92
（3。85）
0．77
0
2．31
0．77
0．77
0．77
（3．85）
100．00
?）
（
0
0
0
?）??1?（
0
1
25
（3）
）?1（
?）」??（
?）
（
?）? ?（
1
1
7
?）??
0．91
（3．57）
0
0
0
　9．09
（10．71）
0
0．91
22．73
（10．71）
　9．09
（14．29）
3．64
（7．14）
2．73
（3．57）
4．55
（7．14）
O．91
0．91
6．36
！OO．　OO
）???（
0
）?（
?）???（
?）3?（
?）
（
?）??1?（
?）??
?）【??3?（
?）??2?（
?）??1?（
?）? ??3?（
?）
（
）?（
?）3?（
634
（109）
1．42
（0．92）
0
0．32
（0）
0．47
（0）
5．68
（7．34）
1．26
（0）
2．05
（0．92）
22．87
（18．35）
5．52
（8．25）
3．47
（4．59）
2．52
（3．67）
6．　15
（3，67）
0．47
（0．92）
L26
（O．　92）
5．　36
（1．83）
100．00
とは重視しなければならない今後の大きな課題である。
　さらに，技よりも力にたよる剣道が多く，防具以外の違う個所にあたること
などが高い比率を占めていることなどの要因は指導面での正しい基本指導の
不徹底と技術面の未熟さや剣道スタート平均年齢が24．78歳という年齢的な問
題。そして体格にあった防具の不適性と不良品質などが生んだ結果と思われ
る。
　また，他の人達が剣道はおかしなスポーツであると思っていることを不満と
しているのは，特に気合・掛声などの発声が欧州人には不可解であることが考
えられるが，まだまだ欧州における剣道に対する認識不足が指摘される。
　当初，回答がある程度予想された，④の「防具がくさいこと」と⑤の「防具
がきれいでないこと」や⑯の「剣道は競技方法も時代遅れのもので近代的社会
に受け入れられないこと」或いは⑰の「剣道は残忍（獣的）であること」など
については，まったくといえるほど回答が少なかった。
　なお，国別にみてみると，欧州において古い伝統をもち，また中心国である
イギリス・フランス・西ドイツやスイスで⑲の「剣道はオリンピック種目でな
いこと」への強い不満のきざしが出てきている。
　また，唯一の社会主義国であるポーランドにおいては，⑳の「防具が高過ぎ
ること」と⑳の「その他の理由」に集中しているのは，剣道がオリンピック種
目でないと政府公認のスポーツ団体として認められないし，たま資金援助も得
られない。その上，通関課税が高い。さらにまた剣道がまだ一般の人々に余り
知られておらず，それが道場借用に弊害を及ぼすと共にその借用時間帯の木都
合さに加えて，指導者不足など社会主義国としての政治・経済情勢も絡んで今
後の発展を考えると前途が暗い上，実施以前の痛切な問題も山積とされてい
る。
　なお，「その他の理由」の内訳には，“もし剣道の練習の中で悪い点があれば
直ぐにやめる”，“満足であるし悪い点などとんでもない”という意見も多い反
面，“竹刀がこわれやすいことからの事故が多い。それ故に，面を改良すべ
きだ”という竹刀・面の工夫改良と傷害問題。さらには“指導者不足や道場
　　　　　　　　　　　　　　　一30＿
が遠くて充分に練習できない”という指導者不足と地理的問題。“段を受ける
機会が少ない”という段審査について，“テレビ・新聞など報道関係の関心が
うすいのが残念である”という報道と剣道人口増加の関連。また，“正座・踵居
などが膝によくない”という生活習慣の相違からくる意見から。“剣道はスポ
ーツでない武道であり，混同はよくない墜。或は“基本的な剣道の定義があい
まいである”などという剣道の本質的問題などと指摘が非常に広範囲にわたっ
ている。
質問4　「あなたは剣道をどのように変えた方がいいですか」
　剣道に対しての改善すべき意見を記述してもらったが，その意見を各国別に
主なものを列挙してみると，
〈スウェーデン〉
。日本人指導者と稽古する機会が少ない。我々はもっと多くの日本人指導者が
　必要である。私は自分の間違いが判らないので早く上達できない。
。スウェーデンの剣道がもっと技術的に高いレベルになって欲しい。
。剣道の日本の先生がいれば，興味も剣道人口ももっとふえてくるでしょう。
　だから良い先生が必要である。私違だけでは足りない。
。現行に対して，例えば頭を強く打つということは健康によくないでしょう、。
　故に，もっと丈夫な面が必要である。
。ヨーロッパでもアメリカでも剣道を15～20歳の頃に初めるから膝によくない
　と感じる（正座・踵居など）。
。剣道人口がもっとふえてほしい。もっと剣道についての報道がほしい。それ
　から稽古をするチャンスがもっとほしい。ですから日本の先生が必要であ
　るq
。ヨTロッパでの国際試合および講習会をもっと開催し，各国の交流をはかる
　ぺきである。
。良い先生ともっと稽古をしたい。
。剣道は剣道である。悪いところは別にない。
　　　　　　　　　　　　　　　＿31一
〈スイス〉
。ヨーロッパのフェンシングなど国際連盟・協会があるが，武道とまったく関
　係がない。・だから同じ様な興味をもっている人々に対して，1・K・F（国
　際剣道連盟）から紹介すればもっと剣道人ロもふえてくるのではないか。フ
t－@tGンシングの試合の蒔に紹介すればよい。
。もっと日本の先生をスイスに送らてほしい。日本あ先生と稽古をしたい。
。ヨーロッパでは気合（声）というものが判らないので，おかしいことをして
　いる様にみえるのが残念である。はやく一般の人々に判らせたい。
。ヨーロッパの人々は勝負できることがすきである。ところがヨーロッパ剣道
hは試合のような勝負の感じがしない。剣道はもっと激しいもので，フェ’ンシ
　ングではない。なぜなら，ただ竹刀を使っているので感じがでない。刀であ
　ればもっと勝負の真剣さがでるなどと他の人々がいっているのが気になる。
。ヨーロッパ，特にスイスでは良い指導者が少ないし，日本人と練習ずる機会
　が少ない。また，テレビや新聞が剣道のことを報道する興味がうすいので何
　んとかしてほしい。
〈西ドイツ〉
・バラバラにならない様な丈夫な竹刀と安全な面を工夫してほしい。．また，ヨ
　ーロッパ人の体形，手の大きさを考慮しで防具を作ってほしい。
。突垂をもっと大きく，長くして欲しい。なぜならそうすれば突が喉に入らず
?
　安全である。
。面の中にプラスチックをつけて竹刀が壊れても入らないように工夫をしてほ
　しい。
。竹刀を竹でなく他のものでつくるか，或いはカバーをつけるかする。その
　点，日本人は器用でそういったことが得意であるから早急に考えてほしい。
。教育学と教授法をもっと練習にとり入れた方がよい。
。防具と紐など小物も手に入れやすい方法を考えてほしい。
。級の制限（年齢）期間をやめてほしい。
。小手が薄すぎるので厚く丈夫に作ってほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　＿32＿
。もっと剣道をテレビ・雑誌などで紹介すればよい6
・クラブが遠過ぎて充分な練習ができないので，もっと各地にクラブを作れiば
　よい。
’。精神的面・技術的面をもっと教えてほしい。
。日本から指導者が来るのを待ち望んでいる。一週間の稽古回数（現在2回）
　をもっとふやしてほしい。
。能力のある指導者が不足しているので余り進歩しない。』いくつかの町で剣道
　をやっているがよい指導者が全部の町で指導できない。将来剣道が発展する
　ためにほ各地によい指導者が必要である。
・δ学生だかち勉強もしなければならず，試験もあるので時間も必要。週2～3
　回しか稽古できないし，ベルリンでは道場への往復に時間がかかるし，現在
　の私は金も問題で仕事の後，疲れ果てた時に稽古しなければならない。将来
　色々のことがあっても剣道が私にとってよい影響を与えてくれることを希望
　する。
。ドイツの級と段のシステムを変えてほしい。昇級の間の制限期間をやめてほ
　しい。’
。日本人の先生がドイツでは昇段審査をやっているがドイツ人でやってほし
　い。ドイツで日本人にそんな権能はない。
。剣道がまだ余り知られていないので，皆んなに人気が出て，もっと普及して
　くれればよい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f。シュッツトガルトに日本人が大勢いるのに剣道をやらない。日本人の剣道メ
　ンバーが少ない。
。先生と生徒或いは先輩と後輩の差別がもう少し，固くなくやわらがく’でもよ
　いのではないか……。
〈ポーランド〉
－b・ぱやく剣道がオリンピヅグ種目どならないむのか。・オリツピック種自一となれ
　ば政府公認のスポーツ団体となり援助金が得られるのであるが……。
。1・K・F（国際剣道連盟）とE・K・F（ヨーロッ層パ剣道連盟）一に加盟し
　　　　　　　　　　　　　　　’－33一
たいが，その加入金が支払えない。
・防具・竹刀が高価過ぎて買えないし，破損もはげしいので，何んとか日本で
援助してほしい。
。防具の絶対数が足りないので，交代でやらなければならず，充分な稽古がで
　きない。
。ワルシャワ郊外に働いていて仕事が非常に忙しい。それが問題である。
。道場を借りるのに，費用がかかるし，良い時間帯をとれないので毎回の稽古
に全員参加することが難しい。
。日本人指導者の不足。もしまじめに稽古するならば，1人の日本人指導者だ
けでなく，多くの指導者が同時に教えることが生徒達にとって必要なことで
　あると思う。
・しかし，現実に指導者を招くことは非常に困難である。
。我が国では，防具・竹刀の通関が厳しく，またその課税も問題である。もっ
　とたやすく入手したいのだが……。
・私は剣道について少ししか知らない。我々は剣道の試合やフィルムさえもみ
　られないし，日本人剣士を見ることもできないので，ポーランドにおいては
剣道に接する機会がない。故に知らない人が多いのが残念であるので，剣道
　に関する書物がほしい。
〈スペイン〉
。日本人指導者不足と防具や竹刀の入手が困難であるので，何んとかしてほし
　い。これでは発展は望めない。
。道場が少ないし，金がかかるし，また金もない。練習の時間帯（9時から11
　時まで）も問題だ。
。剣道のルーツをもっと守って，ただの試合をやめてほしい。
。剣道の本流即ち基本をもっとやってほしい。
。剣道の技をもっと教えてほしい。稽古だけでなく，もっと基本を！　そして
　試合を！
。剣道というのはスポーツでなく芸術である。
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。日本とスペイツの国同士の関係をも6て，・もっと日本の指導者が来てほし
．いo
。柔道場の畳の上では剣道の練習が充分にできないし，また狭過ぎる。床のも
　っと広い専用の道場がないとどうしようもない。
。公共の体育館はいっぱいで仲々借りることができず，また，私設め他の武道
の道場は借りるのに高いし，稽古回数をふやしたいのだがどうしようもな
い。（土・日曜は家族がうるさくて稽古ができない）
。剣道のことを判るのは簡単だが，実際にやるのはむずかしい。
。竹刀の壊われるのが早いし，高価であるので困る。
。連盟の会長をかえて。
〈イタリア〉
。精神と精神の結びつきで，1人の先生でなくもっと多くの日本人指導者がい
　てほしい。
。剣道に対してもっと精神的な道を歩みたい。
。稽古回数を一週2回から3回にふやした方がよい。
。稽古時間が非常に少ないし，日本入指導者が少ない。充分な国際交流がな
・い。
。イタリア人の気質は1人で1っの連盟をもっている。1つに連盟がまとまら
なければならない（現在，5っの連盟がある）
。学生なので勉強のために，剣道の練習の時間が充分とれず，週2回の練習で
は不足だと知っているがどうしようもない。
〈オランダ〉
。もっと準備運動を短時間にして，ほしい。（内容工夫）
。日本の指導者がいないので，少なくとも年に2・3回はきてほしい。
。1年の最低でも1ケ月は日本の先生が滞在し，指導してほしい。（たまに来
てくれても短期間である）
。日本人指導者が来ている時は，皆んなよく集まり，練習も盛り上がるが，い
なくなるとサッパリで，元の状態に戻ってしまう。
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。1日に1時間から2時間の練習薩のズログラ亭：を作ってほしい。
d．子供の時から稽古できれば一番よい。・子供のグループを剣道家の子供だけで
なく柔道と同じ様にふやさなければならない。L
。日本人指導者不足と防具・竹刀の不足。
。段を受ける機会が少ない。
。もっと女性が剣道をやってほしい。
〈ベルギー〉
。もっと日本の先生が剣道を教えるためにベルギーにくるべきである。
。居合は剣道と一緒にやった方がよい。
。初心者のことを余り考えてくれない。
。段と級をもった人の稽古しかやらない。もっと，初心者の指導を考えてほし
，いo
。もっと国際的試合および合宿をすべきである。
。ベルギーには良き指導者がいないし，稽古するのによい設備がない。
。我々の一番の問題は日本人指導者がいないこと。新しい技術を学ぶためには
いつも，他の国々に行かなければならないし，それは金と時間を費やす。
。剣道を見学にくる者に対して，フィルムや本などがなく情報の不足である。
。我々のクラブは他のクラブに比べても稽古回数は劣らず一生懸命やっている
が良い結果が得られない。将来もっと普及することを願っている。
。子供達を特別に指導するための防具と経験がない。
。級審査の規定が必要である。
。もっと段がほしいが昇段審査の機会がない。
。ベルギーには高い段の者が少ない。もっと安くていい防具を！
。ベルギーにおける剣道の水準がもっと高くなること。そのためには我々の国
　に残ってくれる日本人の先生がいてくれること。
。余りに早く地稽古をすべきでない。もっと基本をしっかり身につけるぺき
　だ。
。防具・竹刀の入手が困難であるし，高価であるのに粗悪品が多い。
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。私はいつも大人と稽古しなければならない。剣道の稽古をする同年齢の人は
．ほんの僅かである。
〈イギリス〉
。竹刀を傘部・皮或はナイロンで作ればよい。（部品はやめて）　　　．
。すぐ壊れずバラバラにならない竹刀を考案すべきである。（プラスチックで
　作っなウどうか）
。竹刀の部品（先革・中結）などもっといいもの使えばよい。
。ナイロン竹刀，もっとよい突垂を工夫し，・胴をもっと高くしたらよい。（突
　から身を守るため）
。剣道がスポーツになってほしくない。Play　KendoでなくPractise　Kendo
，であってほしい。
。もρと牢期的に国際試合をやってほしい。
。力に頼る剣道が多過ぎる。もっと技を勉強しなければならない。
。もっと剣道の道場をイギリス各地につくり，時々，一緒に合宿や試合をすれ
　ばよい。
・道場の床をもっとよくし，もっと剣道のことを判る人がいてほしい。
。日本人のもっと上（6r・7段）の先生がきてほしい。
。形やルールを余り変えないでほしい。日本の6段以上の若い先生がきてほし
　いo
。もっと道場とクラブの間の試合と練習をしたい。スポーツ連盟から道場のた
めに資金の援助をしてほしい。
。いい稽古をしたいなら，ロンドンに住まなくてはならない。近くにいい道場
　がほしい。
。日本人でなく，先生でない先生のイギリス人が日本語を話しすぎて……。
。ヨーロッパでは防具を手に入れることも修理することもむずかしい。
。イギリス剣道協会の陰謀はやめてほしい。
。もっと安価で良い品質の防具が手に入りやすいように。
。段試験と練習をもっと厳し≦やって1きしい。外人を日本人のようにもっと厳
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　しく稽古させては……。
。新聞とテレビでもっと剣道のことを判るように伝えてほしい。それから小学
　生，子供に剣道をやれる機会を作ってほしい。
。もっと英語に訳した本を発行してほしい。写真の多いものがよく，また剣道
　の精神に対しての説明がもっとほしい。
。他の人々がもっと剣道をやっているところを見てほしい。剣道の勉強をして
　ほしい。（剣道人口の増加）
’。ずっとイギリスにいる良い日本人の指導者がほしい。
。指導におわれて自分の稽古の時間がない。ヨーロッパに対する指導法を確立
　しなければならない。現在の方法は日本人の指導方法にしたがっている。こ
　の方法は日本人のために日本人によって作られたものである。ヨーロッパに
　普及するためにはヨーロッパ人の考え方に合ったヨ　一一　P　Ly　」〈の指導方法でな
　ければならない。
〈フランス〉
。剣道にもたらす宗教的或いは精神的な教育をしてほしい。
。フランスの各地でもっと講習会をやってほしい。（パリだけでなく）
。剣道を実際にやる人をもっとふやさなければならないし；稽古回数ももっと
　ふやしてほしい。　’
。剣道を世界的にもっと盛んにするためにオリンピック種目に加えたらよい。
’・　Sたに剣道を初める人のためにも，クラブのためにも，もっとよい先生を地
　方に要請する努力をすべきである。
・初心者に基本的なものを教える為にも，その基本的なものがなければ如何な
　る進歩もあり得ない。
・もっと情報と試合の機会をつくってほしい。
。有段者と初心者のために分けて試合や練習をしてほしい。
。ヨーロッパにもっと剣道が発展するように雑誌などに，もっと広告を出すぺ
　きだ。
‘。視聴覚教材をつくってほしい。「（禅の映画など，はやめたりゆっくりもでき，
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説明しながらみれるもの）
。もっと剣道が盛んになるように！　もっと情報を。もっと広告を。もっと試
合を。
。剣道は技術的面でも，伝統的・儀式的面でもあるべき形で残っていなければ
　いけないb他の武道はそういったものを失いつつある。（例えば柔道）
。自分はスポーツとしての剣道と日本の伝統的武道としての剣道の混同がすき
　でない。剣道は政治的な意味をやめて，剣道の人間的価値を守るぺきだ。
。西洋人の精神の中に武道の魂が充分に入り，浸透してゆかない。
。剣道というのは，非常に古い武術であり，その技術の伝統を尊重しなければ
　ならない。精神的・肉体的犠牲を払わなければ剣道をやれない・し，また価値
一がない。
。剣道はこのままの状態で非常によい。
。竹刀が壊れやすく，怪我をする。もっと質のよい強い竹刀をつくってほ二し
　いo
。剣道の練習によい床の道場が少ない。
．・ iをとるための競争が私め意見では剣道を堕落せしめている（例えば技術あ
．点で）し，、剣道の精神をも又，腐敗せしめている。
．。剣道の防具をもっと簡単1ヒ手に入れられる様に。クラブの広告をもっとする
　ように。’
・1・道場がもっといろいろのところにでき，初心者のために何時でも道具が用意
　．されているように。
’e蕪ｹの発展を考えるともっと若い人々をひきつけるようなものにしなければ
　なちない。
。剣道の指導者②不足・特に地方では初心者にとってむずかしく，また剣道に
　．ミ，さわしい床の道場がない。
；。フランスの合宿が充分にないし，常時，日本人の先生がいない。
．σ私にとって剣道をすることに不都合はないが，私の妻にとっては困る。剣道
　をやる暇がない。（土・日・休日）。
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。兵役制度のため，やっと剣道が楽しくなりかけたところで軍隊爆行かねばな
らず残念である。その間の練習が問題である。
　以上のように，広範囲にわたりいろいろな意見が述ぺられているが∫現状の
剣道に対してg～改善すべき点については，それ以前の問題としての正じい剣道
の本質穽明のための定義のあU）まい．さに対する指摘からはじまり，剣道を武道
或はスポーツとして促えるか或いはもっと精神面を重視しなければならないな
どの厳しい現状批判があった。しか．し剣道そのものに対しての明確な回答は殆
どみられずs欧州で剣道を続けてU｝く上での訴えが殆どを占めていた。’
　塗の内容については，まず日本人の指導者不足からくる練習法や指導法の力
不足と不徹底による技術の向上の限界や初心者の育成がままにならぬためによ
り以上の発展が望めず，長期滞在できる日本人指導者派遣の要請と熱望がi？の
大半を占めていた。
　次に，防具・竹刀が高過ぎ，しかも入手が困難であることと工夫改良につい
ての意見であるが，防具購入については関税のために約2倍となってしま1うこ
とや1入手に長期間を要し，やっと買っても体格に合わず，特に小手において
も欧州人の手が大きいので小さくて直ぐに破損：Lてしましう。また頭の形が違
うために面が研ったりと合わない。竹刀にρいては，欧州は日本に比嬉て湿度
が低く乾燥しているので，すぐにバラバラになり，怪我も必然的に多くなる。
高侮な竹刀の持ちの悪さと事故への不安は日本では考えられないぽど太切に
し，手入れをおこたっていないのだが。それだけに竹刀をプラスチック製にし
たらとか皮で包んだらとか，部品（先革，中結など）をもっと丈夫にしたらと
いう意見が多く。さらに，突技の恐怖からくる突垂や胴の胸部を高くしたらよ
いなIE良質力1つ安価な竹刀・防具の工夫改良に対する意見など欧州ならではの
今後，改善考慮されなければならない問題点が切実に近べられている。
　さらに・道場に関する問題としては，畳やプラスタイルなどのところが多
く，欧州人の生活習慣から土足で入るので｝剣道の練習に適した良質の床の道
場が少ないことや道場が各地になく遠距離のために時間がかかり充分な稽古時
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間と回数がとれないし，仕事や勉強にも影響する悩みも多い。またその借用の
売めの資金づ≧りEど借用時間帯なとの重婁課題もある。また，その道場借用に
ついては剣道人口の少なさと剣道に対する認識不足も影響してくるので，テレ
ビ・雑誌・新聞などでもっと報道してくれたらもっと一般の人々の剣道に対す
る認識度も高まり，剣道人口もふえ，さらに普及発展してくれるものと訴えて
いる。
　級と段審査問題に関しては，級の規準が判らないので規定してほしいという
要望から，段審査の機会をもっと設けてほしいという要請。さらには段がもた
らす悪影響までに及んでいる。
　そして，ヨーロッパでの国際試合や講習会も開催し，技術の向上と共に交流
をはかりたい。さらには子供や後継者づくりに関する難題。英訳・仏訳などの
指導書および実技指導映画の制作希望やオリンピック種目に対する意見や兵役
制度のために一時，剣道を中断しなければならない不運などもある。
　その他，ベルギーにおける中世末期からの国家などの主導権争いに起因する
と考寿られている。言語・風習・物の考え方が異なる宿命的分裂。スペインに
おける，マドリッド（カスティーリヤ地方）とバロセロナ（カタロニア地方）
民族間の対決問題。イタリアにおけるイタリア人の気質からくる組織分裂と統
一の困難さ。さらに唯一の社会主義国であるポーランドでは政治・経済などの
国家情勢問題など国々によっても根強い諸問題をかかえており，欧州ならでは
の真に深刻な意見と今後解明されなければならない難問も数多く記述されてい
る。
質問5　「あなた¢剣道プロスィールおよび道場主についての調査」
’剣道プロフィールの詳細については，前記の調査対象における表1から表VI
までに結果を総めで考察をじているのk’ここでは省き，道場主だけについての
調査結果（表一XV）を参照にして考察してみると，
　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　まず，欧州にお！ナう導場主は50名で，フ湧γズが手O名で駐も多く，1つづV♪て
イギリスの8名となり，ポーランドが最も少なく2名であった。
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???
表一XV　「道場主についての調査結果」
SECTION　IV
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項目
国名
年
数
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
合計人数
??????
???????
は　い
いいえ
不　明
スウェー　　　　スイ・スデン
0
2
1
0
0
1
0
0
0
0
4
0
0
2
1
1
0
0
0
1
2
1
?
0
0
0
1
0
2
0
0
?
3
0
0
0
1
??
1
1
0
0
3
0
西ドィヅ
1
1
1
1
．?
1
0
??
0
0
6
0
0
0
2
1
1
2
0
0
6
0
ポーランド
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
1
1
0
0
0
1
1
0
スペイン　イタリア．
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
2
1
0
0
0
0
1
1
1
オランダ
1
2
0
0
1
0
???
0
0
4
0
0
0
2
1
1
0
0
5
0
0
ベルギー
1
1
2
0
0
1
0
0
0
0
5
0
0
1
2
0
2
0
0
0
4
1
イ判・・ランズ総（潟
3
3
0
0
0
0
0
0
2
0
8
0
0
0
1
1
4
2
0
1
5
2
i道場主になってからの年数については9年が最も長く，12名おり，いずれも
1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I　　　l
イギリスであった。8年はフランスに2名いるが，1年から2年までが24名で
約半数を占めており，これによって，欧州における道場主の経験の浅さが判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
，る。
　また，道場主の級および段位についてみると，最高位が4段で8名おり，そ
の内訳は，フランス3・イギリス2・ドイツ2・スイス、1名となっている。最
も多いのは初段の17名。つづいて3段の11名となっている。しかし，1級が5
名と3級が1名もいるのは彼らの技偏と指導力などの面から考えても，まだ力
不足であると不安，疑問を感じるし，営利主義にだけは走らないように祈るの
みである。
　あなたは教えている人が大勢いるので自分自身の剣道の練習が余りできませ
んかという質問に対しては，「いいえ」と回答した者が29名，「はい」と回答し
た者が12名で，「不明」が9名いた。
　また，その理由については，「いいえ」と回答した者においては，“自分が稽
古する時は指導者という考えをもたない”（スウェーデン），“でさないという
1ことは余りないが教える時は生徒がいっぱいいてほしい”（スウェーデン），
“私は週2～3回教え，その他の時は日本の先生と一緒に稽古する”（フラン
ス），“剣道を教えている時は自分も精一杯で金がかからないし，時間も直ぐ経
ってしまう”（イギリス），“自分はまだ段位も低いし，教えながら一緒に練習
するので支障はない”（ベルギー），“多勢はいないがいろいろの段の人がいる
ので”（フランス），“日本の先生がいる”（イタリア），などがある。「はい」と
回答した者においては，“日本人の先生がいないから仕方がない”i’（ベルギー），
“初心者が殆どであるので当然である”（オランダ），“日本人指導者と年数回し
か稽古してもらう機会がなき・ので”〈西ドイツ），“忙しくて自分の練習どころ
ではない”（フランス），“自分自身も段位が低いので思うようにできない”（オ
引ランダ），などがある。’
　　「いいえ」と回答した者の大半はフランス・峯ギリ・スt・西ドイツなどの比較
的日本人指導者に恵まれた国の者が占めており，他の者達は教えた後は自分も
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段位も関係なく教わる側と一緒に同等の気持で練習をやるので関係ないという
者が多く。また「はい」と回答した殆どが日本人指導者に恵まれないオランダ
やフランスなどの地方の者が占め，「不明」が9名もいることは，指導と実際
の自分の練習の両立のむずかしさから回答できないで悩んでいる道場主が多い
結果ではないかと推察される。
〔IV〕　ま　と　め
　以上の結果と考察をまとめてみると，欧州各国の剣士達の剣道をはじめる目
的については競技そのものよりも，精神性希求の志向が顕著に示された。また
その動機については，同じ国籍の剣道家や他の武道の先生方の紹介と他の武道
を経験してからや書物によって志す者が多く，その環境条件も大きな要因とな
っている。
　さらに剣道に転向した者でも，まだ多くの者は他の武道をも続けており，剣
道のみならず，欧州における日本の武道全体への認識が根強いことが明確にさ
れた。
　また，剣道を継続している理由としては，日本古来の伝統ある剣道を生涯ス
ポーツとして捉え，精神面を重視して修業すると共に技術面におけるより向上
を求める関心が非常に高まっている。
　さらに，剣道の正しい普及発展と欧州各国への定着を図るためには数多くの
難問も指摘された。今後このような背景と剣道観を把握した上での地道な指導
と伝達を心掛けなければならないと再認識させられた。
　尚，剣道の国際化の問題点のなかで，最も重要且つ緊急の課題はまず優秀な
指導者の長期派遣。良質で安価な防具と竹刀の開発とその入手法の対策。更に
道場諸問題の解決策などが急務である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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